
 
 

鳥取大学ダイバーシティキャンパス推進室便り 令和元年１０月５日  

通信 第31号 

●お知らせ   - 女子学生のための企業見学会 - 
 本年も、９月２４日、２５日の一泊二日で、大阪府摂津市にある

ダイキン工業株式会社と、和歌山市にある花王株式会社の２社に訪

問しました。両社ともそれぞれの分野で日本を代表するメーカーで

あり、経済産業省が選定する「ダイバーシティ経営企業１００選」

として表彰されております。なかでもダイキン工業は、多様な社員

が働き続けることができる環境づくりに力をいれており、同性パ－

トナーを配偶者として認め、性自認による性を性別として認めるな

ど先進的な取り組みを行っています。また、男性の育児休職取得率

が７７％、有給取得率は９３．５％。製造業の会社では驚異的な数

字です。本学でも是非見習いたいものです。 
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●活動報告  - とりりんサマースクール2019を開催しました - 

教職員のワークライフバランス支援の一環として、本年も８

月１９日から２３日までの５日間、湖山クラブにおいて、夏季

学童保育「とりりんサマースクール２０１９」を開催しまし

た。 

昨年より指導員に小・中学校の元教員の方にお願いし、しっ

かり勉強の時間を確保しています。開催期間が夏休みの終盤と

いうこともあり、夏休みの宿題を終えている児童も多く、本年

は児童に合わせ、百マス計算や漢字の書き取りなどのほかに、

県名や県庁所在地を答えるプリントも配布し、参加した児童は

喜んでプリントに取り組んでいました。 

短い期間でしたが、学年や学校の異なる友だちとの出会い、親や学校とは異

なる指導員との生活は、児童の自立を促し、協調性を養うことができたのでは

ないかと思います。 

ご協力いただきました教職員の皆さま、運営にご協力いただきました保護者

の皆さま、ありがとうございました。また来年、成長した子供たちに会えるこ

とを、楽しみにしています。 

午後は日替わりのイベントを実施。天文研究会の学生に

よる、天体ドームや手作りのプラネタリウム見学と、望遠

鏡づくり。技術部のおもしろ実験室では、プログラミング

を行いラジコンカーを動かしたり、ラムネづくりをしまし

た。English Classでは、水族館を工作。大学のバスに乗っ

て、岩美町にある「海と大地の自然館」にも行き、３Ｄの

映像から飛び出してくる魚を追いかけました。なかでも、

動物医療センターへの見学は、獣医になりたいという児童

も現れ、キャリア教育にもなったようです。 
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ダイバーシティキャンパス推進室（地域学部棟４階） 

 

T E L: ０８５７-３１-５７６９ または 内線２１６６ 

F A X: ０８５７-３１-５７９７ 

Email: diversity@ml.adm.tottori-u.ac.jp 

H   P: http://www.sankaku.tottori-u.ac.jp/ 

    (※旧男女共同参画推進室ＨＰにて仮運用中） 
 

室長：細井 由彦 理事  

専任コーディネーター：長谷 順子 (キャリアコンサルタント) 

  

★室員紹介 内田 伸恵 さん  医学部附属病院放射線診療科群 教授 

                                                                  ワークライフバランス支援センター長  

★お役立ち情報   -不妊治療費の助成（鳥取県）- 
 不妊に悩み不妊治療を受ける方は年々増加しています。医療保険が適用されないため、高額の治 

療費を負担しなければなりません。不妊治療の経済的負担の軽減を図るため、治療に要する費用の 

助成を受けることができますので、ご紹介します。 
 

◆不妊検査費助成 

 助成金額：結婚３年以内の夫婦が受けた検査費（保険適用外）の１/２（上限１万３千円） 

 助成回数：一組の夫婦につき１回限り 
 

◆人工授精助成 

 助成金額：人工授精に要した費用の２分の１を、１年度あたり１０万円まで 

 助成回数：通算２年度まで 
 

◆特定不妊治療費助成 

 対外受精及び顕微授精（特定不妊治療）及び特定不妊治療と合わせて精子又は精巣上体から採取  

 するための手術（男性不妊治療）に要する費用の一部を助成。 

 助成回数：４０歳未満（初回申請の治療開始日の妻の年齢） 通算６回まで 

      ４３歳未満（初回申請の治療開始日の妻の年齢） 通算３回まで 

はじめまして。4月から室員となりました。  

教育研究および診療では、がんの放射線治療を専門としています。娘を2人

育てましたが、核家族・夫の長期単身赴任で、今で言う「ワンオペ育児」

と仕事の両立に苦心した経験があります。 

男女共同参画やダイバーシティ推進関係では、前任地島根大学医学部で、

文部科学省GP採択事業による女性スタッフ支援室の立ち上げをおこないま

した。現在は医学部附属病院でワークライフバランス支援に取り組んでい

るほか、所属学会や県医師会でも女性活躍推進関係に関わっています。 

微力ではありますが、色々な立場の人が働きやすく、さらに活躍できるよ

う、尽力したいと思います。 

ご要望・ご相談などは、下記までお寄せください 

助成金額・条件等は市町村により異なり、上記の助成に上乗せして助成を行っている場合があります。

詳しくはお住まいの市町村窓口へお問い合わせください。 

専門：放射線腫瘍学、がんの集学的治療    趣味：読書、ピアノ 


